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心理地理学の視点から都市のアトモスフィアを探究して 
―広州を例としてー 
 
IN SEARCH OF THE ATMOSPHERE OF CITIES FROM THE VIEW OF PSYCHOGEOGRAPHY 
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This thesis researched on the urban atmosphere of Guangzhou, from the viewpoint of Psychogeography. 
Concerning the relation between atmosphere and habitability, 3 residential communities were chosen as study 
areas. One that is believed to have been existing before spectacle society appeared and well preserved, one 
that was built during “the concentrated spectacle” period of China, and one that during the period of “the 
integrated spectacle”. Dérives were conducted respectively, focusing on the quality of spaces that aroused 
emotions. According to the comparative analysis upon body environment, emotion and the quality of space, 
the following 4 conclusions are made: 1) body environment as a representation of psychogeographical 
undulation is in close relation with the construction of situations; 2) the execution of day-to-day life could 
become a situation while influenced by the urban space; 3) “instead of focusing on impressing forms, 
architecture should take impressing situations into account”; 4) the atmosphere of Guangzhou rests on the 
abundancy and variety of psychogeographical undulation.  
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１． はじめに 
本研究は、心理地理学の視点と研究手法をもち、広州とい
う都市のアトモスフィアを考察するものである。人の主
観となる空間の質への感知、およびそれがもたらす行為
による空間の生産を対象として、異なる都市が醸し出す
異質なアトモスフィアにアプローチする。また、都市や建
築における「スペクタクル社会」の表象、「状況構築」の
要素を解明し、「おさまりきらない日常生活の遂行性」を
検証することを目的としている。	
 
２． 研究背景 
（１）都市のアトモスフィア 
都市のアトモスフィアは、最近の発見ではない。私的な
精神状態より、アトモスフィアは空間的な状態である。
また、アトモスフィアと人の行為、空間の生産が相互作
用する。	
（２）シチュアシオニスト・インタナショナルと心理地
理学 
シチュアシオニスト・インタナショナルが都市空間の研
究にヒントを与える（加藤・大城	 2006）。都市の心理
地理を認識するには漂流という実践が不可欠であると
考えられていた。つまり、漂流の観点から見た場合にの
み、都市に存在する「心理地理学的な起伏」が把握され
るのである（加藤政洋	 2009）。	
（３）スペクタクル社会と中国の都市 
中国の都市は、スペクタクル社会に進入したのは遅かっ
たのだが、むしろ文化大革命時代の「集中した形態」か
ら、その後改革開放と市場経済の発展によって「拡散し
た形態」に入り、現在は「集中した形態」と「拡散した
形態」両者並存の「統合された形態」スペクタクル社会
にあると思われる（陳帰礼	 2016(筆者訳)）。	
 
 
３． 研究方法と研究対象地 
（１）研究方法 
先行研究、研究対象地の都市スケール、まちスケール的
な学習では文献資料と現地調査を中心に用いて分析し、
地域構造や、自然地形・歴史などから把握を行った。	
対象地のアトモスフィアの把握には、漂流を中心に行っ
た。漂流は同時間帯に同対象地にて一人一回の漂流で、
二人が全 3対象地に対し、全 10 回の漂流を行った。そ
の中、南岸社区では 4回、和平新村では 2回、林和西で
は 4回であった。	
漂流時は、目的を持たないが、情動（emotion）が起こ
される空間の要素に注目し、記録する。漂流後、これら
の空間要素を分析分類し、それぞれに適したさらなる記
録（例えば、実測調査、写真記録またはヒアリング）を
行った。起こした図面や写真などをもとに、それらを体
系化し、比較研究をしていくことで解析した。 
（２）研究対象地 
広州という都市は、古くから中国の港都市として商業と
文化の交流が盛んであり、珠江という川の堆積による都
市沿岸線の拡張が広州の都市形成に大きな影響を与え
た（邱麗	 2009）。アトモスフィアは「居住性」と深く
関わっているため、住居地を研究の対象とする。	
現在の広州の中心部では、西の旧城部分から東の新城へ
の都市発展のグラデーションが見られる。旧城部分には
スペクタクル社会が現れる前に建設され、民国時代や、
文革時代の大改造を免れ、当時のままの姿が保たれてい
る街区（南岸社区）が残されている。これに対し、建国
初期に建設された工場の社宅や集合住宅などが多数存
在しており、和平新村はその一つである。更に東の新城
には、1980 年代から建設され、いわゆる現代スペクタ
クル社会の表象といっても過言ではない住居地―林和
西がある。この３つの住居地を研究の対象とした。	
	
４． 研究結果 
（１）漂流ルートと身体環境の表記 
漂流時の情動を記録し、情動を起こす要素を分析した上、
下記のように、「もの的」、「シークエンス的」と「空
間的」三大種類に分類ができた。各種類の中、それぞれ
５種類、２種類と７種類をさらに分類した。表の中では、
それぞれに対応する主な例があげられている。	
これら情動を起こす環境的な要素は人の感情に影響を
施すだけでなく、身体の動きなどにも直接関連し、ひと
つひとつの身体環境を構築している。身体環境を通時的
に記録し、その「場」を反映するために、地図上で漂流
のルートを反映した上、符号で身体環境の表記を行った
（表 4-1）。	
ルートの細分化が「心理地理学的起伏」の豊かさを示唆
し、身体環境が一つの場を都市の「心理地理」の一部と
して表象することが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）情動における分析 
情動に関する漂流時の記述により、情動を下記通りに整
理し、分類ができる。また、主観に与える結果としてポ
ジティブに感じるかと、ネガティブに感じるかと分け、
さらに二種類を分類した。	
ルート上で情動を表記するために、色彩表記を行った。
もの的な要素の中、ポジティブに感じる情動は赤色系で、
ネガティブに感じるのは黒色系の色にした。シークエン
ス的な要素については、ネガティブに感じる情動はなか
ったので、緑色系の色でポジティブな情動を表記した。
空間的な要素はもの的な要素と同じく、ポジティブとネ
ガティブの二種類に分けられ、それぞれ黄色系と青色系
の色で表記を行った。結果として、「スペクタクル社会」
の種類に対応した情動の質と分布が見られた。	
表 4-1 情動を起こす要素と⾝体環境の表記符号（出典：筆者作成 ） 
nann 
 
 
） 
図 4-1 ３対象地のセームスケール⽐較 （出典：広州設計院地形図により筆者作成） 
nann 
 
 
） 
図 4-2 ⾝体環境の表記と漂流ノートの例  
nann 
 
 
） 
  
 
 
具体的に、３対象地の情動の比較について、表 4-3 で
「もの的-P」、「もの的-N」、「シークエンス的-P」、
「空間的-P」、「空間的-N」の情動をそれぞれ各対象地
の情動の総数に対するパーセンテージを示した。南岸、
和平新村、林和西の情動総数はそれぞれ 160、59 と 80
であり、漂流一回ごとの情動数は 40、29.5 と 20であっ
た。	
もの的な要素において、南岸、和平新村、林和西のそれ
ぞれのパーセンテージは 24%、27%と 14%であった。シー
クエンス的な要素は、南岸の 9%以外は、和平新村と林
和西の方は 0%であった。最後、空間的な要素において、
三者の割合はそれぞれ 67%、73%と 86%であった。	
全体として、南岸での情動は、多様的でポジティブなの
が多かった。和平新村では、もの的な要素はポジティブ
なのが多かったのに対し、空間的にはポジティブとネガ
ティブな情動は数量的に大きな違いがない。ただし、前
者はところどころの小範囲（たとえばにぎやかなひとつ
の玄関先））に見られ、後者は大きな範囲で「さびしさ」
を醸し出している。最後に、林和西においては、もの的
な要素であれ、空間的な要素であれ、どれもネガティブ
な情動を多い方に起こした。	
 
 
 
 
 
（３）空間における分析 
情動を起こした空間要素を「もの的」、「シークエンス的」
と「空間的」の類別ごとに分析した。	
①「もの的」には、「a-セレンディピティ性」、「b-意外
性」と「c-遊戯的創作性」などの性質が見られ、「起伏」
の動きをもとに考察した。	
	
「セレンディピティ」とは、素敵な偶然に出会ったり、予
想外のものを発見したりすることである。本研究で定義
する「セレンディピティ性」は、その前半の意味をとり、
偶然の出会いとそれによって発生する後続のできことと
誘発される情動のことを指す。「起伏」の動きは４種類が
みられた。「セレンディピティ性」は、偶然な出会いとは
いえ、その場における「常習性」が推測できる。	
	
「意外性」とは、予想以外のことを指す。「起伏」の動き
は同じだと考えるが、具体的には「予想以外のもの」「予
想以上のもの」「予期/期待と相違するもの」などがあげ
られる。文化の背景や、経験などによって人に起こる差は
あるが、ポジティブな情動を起こす意外性の構築そのも
のに重みをおきたいと考える。	
 
表 4-3 三対象地の情動の統計⽐較（出典：筆者作成 ） 
nann 
 
 
） 
表 4-2 情動と情動⾊彩表記（出典：筆者作成 ） 
nann 
 
 
） 
図 4-3 情動の⾊彩表記の例  
nann 
 
 
） 
	
 
「遊戯的創作性」のあるものは、主に「面白い」と「楽し
い」情動を起こしている。遊戯性と創作性が見られるもの
のことを指す。これらのものは、日常生活的なものであり
ながら、使い方や見せ方などと周りの環境と反応し、その
創作性と遊び性を醸し出している。いわば民衆から自然
発生の「デトーナメント（detournement）」であろう。	
 
 
	
	
②「シークエンス的」要素について、シークエンス１
「tense（緊張/不安/狭い）	 →	 release（解放/ホッとす
る/広げる）」と、シークエンス２「連想的（映画感）」
の２種類がみられた。	
	
「シークエンス１」は空間の変化と人の移動により、tense
（緊張/不安/狭い）の状態から release（解放/ホッとする
/広げる）の状態に変化したり、繰り返したりする空間体
験のことを指す。情動は常にその空間変化と共振し、起伏
する。	
	
	
	
「シークエンス２」は自身の移動よりも、スケールのより
小さい T字路（巷）で、外界（他人）の移動によって発生
する空間体験のことである。それは、連想性のある「映画
感」と呼ぼう。道の幅は視界に収まり、狭さにより目線は
奥の分岐点に投げ、なお両側の壁と視線先の壁に明暗が
分かれ、生映画が上演する映写幕のように見えるのであ
る。「次は誰かが出てくるのでしょうか」と思い、そのス
トーリーを連想してしまうのであろう。 
	
	
	
	
③「空間的」要素については、対象地ごとに分析を行った。
和平新村については「a-求心的な主要道路」、「b-計画的
に設けられた公園/空地」、「c-拡張&アレンジ」；林和西
については「a-疎外感」「b-商業地の役割」；南岸につい
ては「a-ヒューマンスケール」、「b-音と匂い」「c-連続
性」、「d-屋外への拡張＆アレンジ」、「e-誘う」、「f-
居心地」から分析を行った。	
	
１．和平新村では、メイン通りの繋がり方に「求心性」が
見られ、「広すぎてさみしい」公園は多数にある。また、
全体的にさびしさが満ちているとはいえ、ところどころ
には賑やかな玄関先が点在している。これらの玄関先は
屋外への拡張または延長、自ら空間のアレンジが見られ
る。	
	
	
	
	
図 4-4 「意外性」の持つものの例 
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） 
図 4-5 ストリートアートのように⾒える物⼲し 
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） 
図 4-6  南岸に⾒られるシークエンス１の街区形態 
nann 
 
 
） 
図 4-7 「⼤彩巷」におけるシークエンス 2 の例 
nann 
 
 
） 
図 4-9 和平新村における⽞関先をアレンジし屋外へ拡張する２つの例 
nann 
 
 
） 
図 4-8 和平新村のメイン通り 
nann 
 
 
） 
２．林和西の道路図をみると、このエリアは全体としてで
はなく、ひとつひとつの敷地に分けられ、細分化されてい
る。その一つ一つの敷地は独立し、各自の境界が顕在化し
ている。つまり、敷地と敷地との間のつながりがほとんど
なく、入り口にはガードや警備、オートロック（図 4-10	
赤線）で、回遊性はともかく、「行き止まり」が多く、移
動方向が厳重に規定されている。歩く者」には、ここの生
活とは距離があって無縁であり、常に部外者の意識をさ
せている。	
また、林和西の商業地は、周りの住宅地と情動の差が感じ
られ、「歩く者」に庇護される安心感を与えるのは、興味
深いことである。	
 
 
 
３．南岸社区においては、下記の６点から考察する。	
「a-	ヒューマンスケール」	
 
 
すでに述べているように、南岸の巷は 1m-2m の幅になっ
ている。巷と巷、巷と表通りはつながっており、また敷地
の外と連絡する出入り口がいくつかに限定しているため、
巷での通行率が高い。図 4-11 で示しているように、巷で
の通行は常に譲り合いながら通行しないといけない。ま
た、狭いでありながら、干し物などが巷に出している（図
4-12）。繰り返しになるが、これらの緊張感は、巷に接続
する広げた空間に緩和される。	
 
 
 
「b-	音と匂い」	
この点については、２種類に分けて述べよう。	
第一に、「a-ヒューマンスケール」で述べていた巷での譲
り合いであるが、歩いている間に、常に後ろから自転車の
ベルや、話しかけの声、または正面に来る人との目線交流
が発生する。人と人との関わりがこの空間によって自然
発生しているのである。	
第二に、次の２つの漂流ノートを見てみよう。「ご飯の匂
いがする。家にいるような暖かさ。（南岸②-②	 7-a）」
と「にぎやか、生活感。ここでもう少しいてその雰囲気を
味わえたい。座っている間に、目の前の家から「雨ひどい
ね！」と大きな声がでてきて、隣の家から「どうだね、や
まないね！」とすぐに返事。この壁を越えて目の前にいる
ようにおしゃべりすることにおもしろがり、楽しく感じ
る。（南岸②-②	 7-b）」。	
古い建物であるため、防音や排気など、環境工学的には現
代の建物の標準には足していないのであろう。しかし、こ
れらの漏れた匂いや声は、住民と住民の、または住民と通
る人との交流が生まれている。	
 
 
「c-	連続性」	
南岸社区の街路空間は、連続性の空間である。	
 
図 4-10 林和⻄の「⾏き⽌まり」 
nann 
 
 
） 
２ｍ 
１ｍ 
図 4-11 狭い巷で譲り合う  
nann 
 
 
） 
図 4-12 幅 1m の狭い巷  
nann 
 
 
） 
図 4-13 話す家/壁越しの対話 
図 4-14 「廟後街」⽞関前に連続の⽯ベンチ 
 
 
「d-屋外への拡張＆アレンジ」	
南岸では、家の延長として屋外への拡張とアレンジはよ
く見られる。大社巷のこの例は、四角形だった空間を道路
と２つの三角形の空間に分かれ、通行を妨げずに各自の
玄関先に休む場を作り出した。	
 
 
 
「e-誘う」	
 
 
「握手楼」というのは、中国「城中村」の中に、握手さえ
できる距離の非常に近い建物同士のことである。ここで
はその意味をとり、南岸のこの隣の建物と接触する程近
いベランダに名付ける。隣の建物の増築によって、このベ
ランダはベランダとして機能しなくなり、異物のように
この暗い空間を作り出した。	
「（道はほかより）広い。右手に、自分の歩いているとこ
より暗い場所があり気になり、そっちにいく。（南岸①-
①	 1-a—1-b）」。この漂流のノートは、「握手ベランダ」
がどのように人を誘っているのかを示している。	
	
「f-	居心地」	
南岸で居心地良い/安心できる場所/落ち着く空間などは、
巷に接続する広げた空間によく見られる。	
 
例２	 みなの広場	
 
 
「みなの広場」は営みの表通りに接続する広げた空間のこ
とを指す。そこには蔡氏の祠堂、明菜館と南園開記という
２つの庶民的なレストラン、スーパーと電気屋などがあ
り、更に北側に行くと、美容室や、八百屋、食事処などが
多様に混在している。蔡氏の祠堂は住民が麻雀やシャン
図 4-15 「中⽤⾥」の変化する連続空間を楽しむ 
図 4-16 「⼤社巷」におけるアレンジの例 
図 4-17 「握⼿ベランダ」の平⽴⾯と空間概略図 
図 4-18 「埗頭⼆巷」の平⽴⾯ 
図 4-19 表通りに接続する「みなの広場」とその様⼦ 
チーを遊んだりして、日常的な娯楽の場になっている。ま
た、明菜館と南園開記の前には、お年寄りは道路に面して
座り、話し合ったり、通り過ぎる人々を見たりしている。
午後には、臨時雇いが集まって談笑し休憩したり、露天商
が店舗を設営したり、周りの店舗が机や椅子を道路に出
しキャンペーンなどをしたりしている。にぎわいの場で
ある。	
	
この広場については、下記の漂流ノートが書かれている。	
「人ごみがあり、うっとうしさから〜圧迫から解放、すが
すがしい（南岸②-①	 1-a）」。	
「明菜館でおじさんは食事→自分はそのへんに座る。にぎ
やか、音がたくさん騒がしいが、不快ではない。まわり気
にせず、そのへんに当然のようにすわれる安心感（南岸②
-①	 1-b）」。	
「大通りにもどり。広さ、人込み。にぎやかさと匿名性が
もたらす安心感に包まれる。いろんな人がいて、いろんな
音がするからなる匿名性？巷に遭遇する広げた空地のホ
ッとする感とまたかわったリラックス感。その何をやっ
ても良いような自由自在な感じは、現代都市のように周
りの人の無関心からなるではない、むしろ皆観察してい
るようにおもえる。（南岸②-②	 8-g）」。	
	
	
５． ディスカッション 
３対象地の漂流の比較分析をもとに、本論で示したこと
は以下のようにまとめることができる。	
	
①「心理地理的起伏」の表象としての身体環境は「状況
の構築」と深く関わっている	
「状況」とは、より高次の情動の質に備えた瞬間のこと
である。具体的には、感受性を豊かにし、批判な思考
ができ、または自意識の満ちる遊戯的、創知的な日常
生活を促進できる瞬間のことであろう。	
「非スペクタクル社会」のロジックで作られたまちー
南岸では、このような「状況」は常に発生しており、
人々に遭遇される。多様なポジティブな情動はその表
象になる。	
それは、南岸の空間が常に人々の身体意識を喚起して
いることが大きな要因だと考えられる。狭い巷でチャ
イムされたり、身体を動かして譲り合ったり、「セレ
ンディピティ」によって注意を惹かれ方向を変えたり、
家々から漏れてきた料理の匂いや話声に想像を馳騁
させたり、感情を緊張から緩和、緩和から緊張、常に
トレーニングされたり、道の凸凹にあるものにスプラ
イーズされたり、他人の手作り家具に触発されたりし
て、「心理地理的起伏」の頻度と振度よく、自我への
意識を肉体的にも精神的にも呼び覚まされている。そ
の結果、「もの的要素」の中に言及した遊戯的な「デ
トーナメント（detournement）」や、自主性のある空
間のアレンジなど、日常生活をより高いレベルで実際
に参与し、民衆が自ら「状況」を構築することへ導く。	
	
②「日常生活の遂行性」は「状況」になりえるが、都市
の空間に影響される	
「実際生活では、必ずそこに起こる物事は連続してい
き、バレエは決して終わることがないのである」（ジ
ェイン・ジェイコブス	 1969）と述べたジェイコブス
は、都市の管理主義に収まりきらない日常生活の遂行
性に明るみを出した。高いレベルの「遂行性」は「状
況」としてなり得るのである。	
しかし、都市の空間が人間的ではないであるほど、日
常生活の遂行性が「状況」としてなりにくくなる。	
	
③「建築は、感動的な形態よりもむしろ感動的な「状況」
を素材として持つこと」：	
建築や都市のデザインは、理論的なユートピアでは
なく「生きた経験」を提供するのであれば、人間の
情動（「心理地理的起伏」）から「居住性
（habitability）」を考慮すべきである。見落とし
やすい人間の主観性には、もう一回見直す必要があ
るのであろう。	
	
④「歩くだけで楽しい」広州のアトモスフィアは「心理
地理的起伏」の多さと多様さにある。	
「巷」は、広州の都市の原風景とも言えよう。都市の改
造を経てとはいえ、南岸のように表通りに営み、両側
に多様な表情を持つ巷、日常生活や社会生活などと相
互浸透する「コームレイアウト」の街区空間が、都市
レベルで応用されており、人々に高次的情動を与えて
いる。かと言って、都市の街路が都市空間における表
現の可能性を問う場となっている一方で、確実にその
管理や監視が強化されている。そのさき、広州のアト
モスフィアはどのように変化していくのかは、問い続
けるべきである。	
	
	
６． おわりに 
本研究は、心理地理学の視点と研究手法をもち、広州と
いう都市のアトモスフィアを考察するものである。アト
モスフィアは「居住性」と関係深いであるため、３つの
住居地を研究の対象とした。	
また、漂流という手法は、その実行性などについて長い
間議論されてきた（Phil	Smith,	2010）。だが、漂流は
遊戯的＝創造的行動を肯定し、「心理地理学的起伏」を
把握できる点において、都市のアトモスフィアを研究す
るには、その有効性と正当性を認めたいと考える。	
調査の際、漂流を行い、情動を起こす空間の要素に注目
し、記録と分析を行った。３対象地に対する、身体環境
の表記分析、情動の色彩表記分析と空間分析の比較分析
をもとに、下記の４点が明らかになった：①「心理地理
的起伏」の表象としての身体環境は「状況の構築」と深
く関わっている、②「日常生活の遂行性」は「状況」に
なりえるが、都市の空間に影響される、③「建築は、感
動的な形態よりもむしろ感動的な「状況」を素材として
持つこと」、④「歩くだけで楽しい」広州のアトモスフ
ィアは「心理地理的起伏」の多さと多様さにある。	
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